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はじめに 

 

このスキー場傷害報告書は，毎年全国スキー安全対策協議会より協力を依頼したスキー場の 2月中の

データをもとに作成しています。 

2013/2014 シーズンは，新たに四国の久万スキー場が加わり，さらに昨年度未報告だった蔵王温泉ス

キー場が復帰し，全部で 46 スキー場の協力を得ることができました。スキー場では，リフト・ゴンド

ラ等の新設，運休，廃止等シーズンによって状況が異なることがあるので，調査対象が同じでも必ずし

も同じとは言えないでしょう。しかし，そのような状況を考慮しての経年的な比較は意味があると思わ

れます。 

昨シーズン2月と比較して，今シーズン2月の索道の輸送延べ人員は1.60％減少したにもかかわらず，

全受傷者数は 2.6％（82 人）増加しました。2011/2012 シーズンの傷害発生率は，スキー・スノーボー

ド共この 10 年中で最も低い値でしたが，2012/2013 シーズンは両方ともやや上昇し，さらに 2013/2014

シーズンでは，スキーはさらに上昇し，スノーボードはほぼ昨年並みでした。 

スキー場における死亡事故は昨年の 8件から 11件に増加しました。 

スキー場から提出された調査用紙にはケガ以外の疾病が含まれているものがありましたが，この調査

目的は，スキー場で発生した傷害の調査であり，ケガ以外の疾病は傷害発生率などの分析に影響するの

で集計から除きました。その結果，提出していただいた傷害件数とこの報告書に記載されている傷害件

数が異なる場合があることをご理解下さい。なお，調査項目については，記入に要する労力や経費削減

の観点から引き続き精査しております。 

この報告書が，スキー場のリスクマネジメント，スキー学校等における安全指導のための参考資料等

として活用していただければ幸いです。 

調査にご協力いただきました，受傷された方々，スキーパトロール隊や診療所等スキー場関係者の皆

様，データ入力に協力してくれた学生諸氏に厚くお礼申し上げます。 

 

平成 26 年 9 月 

全国スキー安全対策協議会 

調査委員 富 樫 泰 一 
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1. 協力スキー場および調査期間 

2014 年 2月 1日から 2月 28 日の 1ヶ月間，全国 46 スキー場から報告があったデータをもとに集計

分析しました。協力スキー場及び受傷者数については表 1，表 2に示しました。 

なお，志賀高原スキー場については，志賀高原エリアのスキー場を総合したものですが，シーズンに

よって協力スキー場が異なる場合があります。 

 

2. 用具の分類 

用具は，2011/2012 シーズンの調査用紙より次のように分類しました。 

1） スキー 

① アルペンスキー（従来のノーマルスキー，カービングスキー，ファンスキーやファットスキー，

モーグルスキー，オールランドスキー等を含む） 

② スキーボード（スキー板の長さ 100cm 未満のもの） 

③ テレマークスキー 

④ クロスカントリースキー 

⑤ その他のスキー 

2） スノーボード 

① フリースタイルスノーボード 

② アルペンスノーボード 

③ その他のスノーボード 

3） ソリ 

① 子供用ソリ 

② 腰掛ソリ 

③ 立ち乗りソリ（スノースクート等） 

④ その他のソリ 

4）その他 

 

3. 受傷者数および集計･分析の対象 

46 スキー場から送付されてきた調査票は 3,193 件でした。このうち，体調不良など傷害ではないと

思われるもの 1 件を除き 3,192 件を分析の対象としました。その内訳は，スキーの受傷者数 1,208 件，

スノーボードの受傷者数 1,950 件，ソリ 8件，その他 10 件でした。 

なお，各項目における集計・分析は原則として無記入（欠損値）を除いて行いました。 
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表 1．用具別受傷者数（スキー） 

 

（Ｆ） （人） (G)

アルペ
ンス
キー

スキー
ボード

（100cm
未満）

テレ
マーク
スキー

クロスカ
ントリー
スキー

その他
のス
キー

スキー
小計

1 ニセコグラン・ヒラフ 76 34 1 0 0 1 36

2 朝里川温泉スキー場 21 18 0 0 0 0 18

3 サッポロテイネ 28 19 1 0 0 0 20

4 札幌国際スキー場 34 15 0 0 0 0 15

5 ルスツリゾートスキー場 117 45 2 0 0 0 47

6 富良野スキー場 36 26 0 0 0 0 26

7 大鰐温泉スキー場 8 7 0 0 0 0 7

8 安比高原スキー場 52 26 1 0 0 0 27

9 みやぎ蔵王白石スキー場 9 6 0 0 0 0 6

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 36 10 0 1 0 0 11

11 猪苗代スキー場 66 22 1 0 1 0 24

12 裏磐梯猫魔スキー場 12 2 1 0 0 0 3

13 アルツ磐梯スキー場 51 12 1 0 0 0 13

14 会津高原たかつえスキー場 39 15 0 0 0 0 15

15 たざわ湖スキー場 32 19 0 0 0 0 19

16 蔵王温泉スキー場 123 74 1 1 0 4 80

17 苗場スキー場 66 37 1 0 0 0 38

18 石打丸山スキー場 98 17 0 0 0 5 22

19 舞子スノーリゾート 199 50 0 0 1 3 54

20 上越国際スキー場 121 40 0 0 1 0 41

21 黒姫高原スノーパーク 21 8 0 0 0 0 8

22 斑尾高原スキー場 149 28 0 0 0 0 28

23 野沢温泉スキー場 97 29 1 0 0 0 30

24 志賀高原スキー場 104 69 3 0 0 0 72

25 白馬五竜スキー場 120 37 0 0 0 0 37

26 白馬八方尾根スキー場 156 95 0 0 0 0 95

27 白馬岩岳スノーフィールド 106 41 0 0 0 0 41

28 栂池高原スキー場 149 41 0 2 0 0 43

29 立山山麓スキー場 32 15 15 0 0 1 31

30 白山一里野温泉スキー場 20 10 0 0 0 0 10

31 草津国際スキー場 35 13 0 0 0 0 13

32 スノーパーク尾瀬戸倉 10 8 0 0 0 0 8

33 万座温泉スキー場 13 6 0 0 0 0 6

34 ダイナランド 194 26 1 0 0 1 28

35 スキージャム勝山 94 26 0 0 0 0 26

36 箱館山スキー場 17 6 0 0 0 0 6

37 ハチ北高原スキー場 119 42 0 0 0 1 43

38 びわ湖バレイスキー場 81 28 1 0 0 0 29

39 奥神鍋スキー場 4 3 0 0 0 0 3

40 ハチ高原スキー場 53 24 1 0 0 0 25

41 だいせんホワイトリゾート 120 54 0 1 0 0 55

42 芸北国際スキー場 31 6 0 0 0 0 6

43 恐羅漢スノーパーク 77 14 0 0 0 0 14

44 瑞穂ハイランド 77 12 1 1 0 0 14

45 ユートピアサイオト 46 5 0 0 0 0 5

46 久万スキーランド 43 10 0 0 0 0 10

合　計 3,192 1,150 33 6 3 16 1,208

番号 スキー場
受傷者
合計

スキー
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表 2．用具別受傷者数（スノーボード・その他） 

 

(F) (H) （人）

フリー
スタイ
ルス
ノー

ボード

アルペ
ンス
ノー

ボード

その他
のス
ノー

ボード

スノー
ボード
小計

子ども
用ソリ

腰掛ソ
リ

立ち乗
りソリ

その他
のソリ

ソリ
小計

1 ニセコグラン・ヒラフ 76 40 0 0 40 0 0 0 0 0 0

2 朝里川温泉スキー場 21 2 0 0 2 1 0 0 0 1 0

3 サッポロテイネ 28 8 0 0 8 0 0 0 0 0 0

4 札幌国際スキー場 34 19 0 0 19 0 0 0 0 0 0

5 ルスツリゾートスキー場 117 67 1 0 68 1 0 0 0 1 0

6 富良野スキー場 36 9 1 0 10 0 0 0 0 0 0

7 大鰐温泉スキー場 8 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

8 安比高原スキー場 52 24 1 0 25 0 0 0 0 0 0

9 みやぎ蔵王白石スキー場 9 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 36 24 0 0 24 0 0 0 0 0 0

11 猪苗代スキー場 66 40 0 0 40 0 0 1 0 1 0

12 裏磐梯猫魔スキー場 12 9 0 0 9 0 0 0 0 0 0

13 アルツ磐梯スキー場 51 38 0 0 38 0 0 0 0 0 0

14 会津高原たかつえスキー場 39 23 0 1 24 0 0 0 0 0 0

15 たざわ湖スキー場 32 11 1 0 12 0 0 0 0 0 0

16 蔵王温泉スキー場 123 43 0 0 43 0 0 0 0 0 0

17 苗場スキー場 66 25 0 1 26 0 0 0 0 0 0

18 石打丸山スキー場 98 67 1 6 74 0 0 0 0 0 0

19 舞子スノーリゾート 199 143 0 0 143 1 0 0 0 1 1

20 上越国際スキー場 121 78 0 0 78 0 0 1 0 1 0

21 黒姫高原スノーパーク 21 13 0 0 13 0 0 0 0 0 0

22 斑尾高原スキー場 149 120 0 0 120 0 0 0 0 0 0

23 野沢温泉スキー場 97 67 0 0 67 0 0 0 0 0 0

24 志賀高原スキー場 104 31 1 0 32 0 0 0 0 0 0

25 白馬五竜スキー場 120 82 0 0 82 0 0 0 0 0 1

26 白馬八方尾根スキー場 156 60 0 0 60 0 1 0 0 1 0

27 白馬岩岳スノーフィールド 106 64 0 0 64 0 0 0 0 0 1

28 栂池高原スキー場 149 106 0 0 106 0 0 0 0 0 0

29 立山山麓スキー場 32 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

30 白山一里野温泉スキー場 20 10 0 0 10 0 0 0 0 0 0

31 草津国際スキー場 35 22 0 0 22 0 0 0 0 0 0

32 スノーパーク尾瀬戸倉 10 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0

33 万座温泉スキー場 13 6 0 0 6 0 0 0 0 0 1

34 ダイナランド 194 162 4 0 166 0 0 0 0 0 0

35 スキージャム勝山 94 66 2 0 68 0 0 0 0 0 0

36 箱館山スキー場 17 10 0 0 10 0 0 0 0 0 1

37 ハチ北高原スキー場 119 71 1 0 72 0 0 0 1 1 0

38 びわ湖バレイスキー場 81 50 1 0 51 0 0 0 0 0 0

39 奥神鍋スキー場 4 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

40 ハチ高原スキー場 53 28 0 0 28 0 0 0 0 0 0

41 だいせんホワイトリゾート 120 62 0 0 62 0 0 0 0 0 1

42 芸北国際スキー場 31 25 0 0 25 0 0 0 0 0 0

43 恐羅漢スノーパーク 77 60 1 0 61 0 0 0 0 0 2

44 瑞穂ハイランド 77 63 0 0 63 0 0 0 0 0 0

45 ユートピアサイオト 46 39 1 0 40 0 0 0 0 0 1

46 久万スキーランド 43 31 0 0 31 0 0 0 1 1 1

　 合　計 3,192 1,925 16 9 1,950 3 1 2 2 8 10

スノーボード ソリ

その他番号 スキー場
受傷者
合計
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４. スキーとスノーボードの受傷者割合 

図１はスキー及びスノーボードの受傷者の割合を示したものです（ソリ等その他を除いて集計）。 

図 1. スキーとスノーボードの受傷者割合の推移 

 

 

5. 用具別受傷者の割合 

図 2は受傷者の使用用具の割合です。昨シーズンと比較すると，スノーボードが 0.5 ポイント，スキ

ーが 0.7 ポイント増加しています。 

図 2. 用具別受傷者の割合 
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表 3は，用具別受傷者の推移を表したものです。10/11 シーズンから用具の分類方法を変えたので，過

去5年間の推移を見てみました。今シーズンの受傷者数は昨シーズンより4.8ポイント増加しています。 

 

表 3． 用具別受傷者数の推移（人） 

 

 

6. リフト等の輸送人員 

スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員は，各スキー場から報告があった 2月の輸送延べ人員と

スキーヤーとスノーボーダーの入り込みの比率から推計したものです。 

表 4 はスキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の推移です。2014 年 2 月の輸送延べ人員は，前

年度と比べて 1.60 ポイント減少しました。3年連続で減少が続いていますが，昨年度の減少率（-2.9%）

よりは若干落ち込み率が改善されました。 

 

表４． スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の推移（人） 

 

 

※ 調査年により協力スキー場数に変動があります。 

  

アルペン
スキー
ボード

 テレマー
ク

クロカン その他
フリース
タイル

アルペン その他

1,340 55 3 0 6 1,976 12 3 49 3,444

38.9% 1.6% 0.1% 0.0% 0.2% 57.4% 0.3% 0.1% 1.4% 100.0%

1,514 70 10 1 18 2,465 23 2 57 4,160

36.4% 1.7% 0.2% 0.0% 0.4% 59.3% 0.6% 0.0% 1.4% 100.0%

1,041 24 3 0 16 1,833 12 1 3 2,965

35.1% 0.8% 0.1% 0.0% 0.5% 61.8% 0.4% 0.0% 0.1% 100.0%

1,103 19 4 3 42 1,869 10 38 22 3,110

35.5% 0.6% 0.1% 0.1% 1.4% 60.1% 0.3% 1.2% 0.7% 100.0%

1,150 33 6 3 16 1,925 16 9 18 3,192

36.0% 1.0% 0.2% 0.1% 0.5% 60.3% 0.5% 0.3% 0.6% 100.0%

スキー スノーボード
ソリ

その他
計

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

調査年

調査年
(２月)

スキーヤー 対前年比 スノーボーダー 対前年比 総輸送人員 対前年比

2009年 18,389,227 -6.80% 15,894,319 -7.30% 34,283,546 -7.30%

2010年 18,082,250 -1.70% 14,481,431 -8.90% 32,563,681 -5.00%

2011年 18,837,522 4.20% 15,763,890 8.90% 34,578,359 6.20%

2012年 16,225,318 -13.90% 14,130,623 -10.40% 30,355,941 -12.20%

2013年 15,191,107 -6.37% 14,257,814 0.90% 29,448,922 -2.99%

2014年 15,090,114 -0.66% 13,877,464 -2.67% 28,977,199 -1.60%
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図 3はスキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の割合です。今シーズンは過去 5年間でスキーヤ

ーの推計輸送人員の割合が最も低く，スノーボーダーの推計輸送人員の割合が最も高くなっています。 

 

図 3．スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の割合の推移 

 

 

７. 受傷率 

過去 10 シーズンの受傷率の推移を図 4に示しました。11/12 シーズンは過去 10 年間で最も低い値を

示しましたが，昨シーズンに続き今シーズンも上昇に転じました。 

図 4. 最近 10年間の受傷率の推移 
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8. スキー受傷率およびスノーボード受傷率 

図 5に過去 10シーズンのスキー受傷率とスノーボード受傷率の推移を示しました。11/12 シーズンは

スキー・スノーボードの受傷率ともに過去 10 年間で最も低い値を示しましたが，スキーは昨シーズン

に続き今シーズンも上昇しました。スノーボードの受傷率は，スキーを 1とすると 1.58 倍でした。 

 

図 5. スキー及びスノーボード受傷率の推移 

 

 

 

本報告書では，受傷率を輸送延べ人員に対する受傷者数の割合として計算しています。 

例えば受傷率 0.010％とは，リフト･ゴンドラ等の輸送人員 1 万人あたり受傷者 1 人を指し，10 万人

あたりでは 10 人，100 万人あたりでは 100 人となります。 

スキー受傷率は，スキーヤー推計輸送人員に対するスキー受傷者数の割合，スノーボード受傷率は，

スノーボーダー推計輸送人員に対するスノーボード受傷者数の割合を示したものです。 

なお，提出された集計表に書かれた傷害件数と調査用紙（個票）の数が一致しないスキー場やケガ以

外の疾病などが含まれている場合がありましたので，受傷率の計算は可能な限り実際の傷害件数を採用

しました。したがって，スキー場から報告された傷害件数と本報告書の傷害件数とが異なる場合があり

ますのでご理解ください。 

表 5は輸送人員，入り込み比率，及びスキー・スノーボード別推計輸送人員です。 

各スキー場の受傷者数と受傷率は，表 6に示しました。受傷率は，総輸送人員に対する受傷者数の割

合を示したものです。 
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表 5．輸送人員，入り込み比率及びスキー・スノーボード別推計輸送人員 

 

(A) (B) ( C) (D=AxB) (E=AxC)

スキーヤー ボーダー スキーヤー ボーダー

1 ニセコグラン・ヒラフ 1,239,362 60 40 743,617 495,745

2 朝里川温泉スキー場 286,688 80 20 229,350 57,338

3 サッポロテイネ 693,409 60 40 416,045 277,364

4 札幌国際スキー場 359,278 52 48 186,825 172,453

5 ルスツリゾートスキー場 1,020,642 41 59 418,463 602,179

6 富良野スキー場 354,952 80 20 283,962 70,990

7 大鰐温泉スキー場 173,427 90 10 155,737 17,690

8 安比高原スキー場 606,580 71 29 433,098 173,482

9 みやぎ蔵王白石スキー場 123,160 60 40 73,896 49,264

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 239,576 50 50 119,788 119,788

11 猪苗代スキー場 638,268 50 50 319,134 319,134

12 裏磐梯猫魔スキー場 133,177 40 60 53,271 79,906

13 アルツ磐梯スキー場 409,097 40 60 163,639 245,458

14 会津高原たかつえスキー場 390,739 60 40 234,443 156,296

15 たざわ湖スキー場 262,517 74 26 193,738 68,779

16 蔵王温泉スキー場 1,291,000 70 30 902,409 388,591

17 苗場スキー場 1,056,072 50 50 529,092 526,980

18 石打丸山スキー場 1,272,851 40 60 509,140 763,711

19 舞子スノーリゾート 865,727 35 65 303,004 562,723

20 上越国際スキー場 1,111,017 60 40 666,610 444,407

21 黒姫高原スノーパーク 169,340 67 33 113,458 55,882

22 斑尾高原スキー場 527,865 40 60 211,146 316,719

23 野沢温泉スキー場 1,309,491 63 37 819,741 489,750

24 志賀高原スキー場 1,333,305 77 23 1,029,311 303,994

25 白馬五竜スキー場 856,685 30 70 257,006 599,680

26 白馬八方尾根スキー場 1,610,869 70 30 1,127,608 483,261

27 白馬岩岳スノーフィールド 450,477 39 61 175,686 274,791

28 栂池高原スキー場 819,026 30 70 245,708 573,318

29 立山山麓スキー場 409,712 50 50 204,856 204,856

30 白山一里野温泉スキー場 321,133 50 50 160,567 160,567

31 草津国際スキー場 420,718 65 35 273,046 147,672

32 スノーパーク尾瀬戸倉 276,329 35 65 96,715 179,614

33 万座温泉スキー場 228,551 78 22 179,184 49,367

34 ダイナランド 832,523 32 68 266,407 566,116

35 スキージャム勝山 758,598 44 56 333,783 424,815

36 箱館山スキー場 481,025 64 34 307,856 163,549

37 ハチ北高原スキー場 989,403 30 70 296,821 692,582

38 びわ湖バレイスキー場 544,289 40 60 217,716 326,573

39 奥神鍋スキー場 287,260 40 60 114,904 172,356

40 ハチ高原スキー場 833,000 50 50 416,500 416,500

41 だいせんホワイトリゾート 927,927 64 36 593,873 334,054

42 芸北国際スキー場 312,752 40 60 125,101 187,651

43 恐羅漢スノーパーク 513,355 40 60 205,342 308,013

44 瑞穂ハイランド 628,010 30 70 188,403 439,607

45 ユートピアサイオト 349,632 40 60 139,853 209,779

46 久万スキーランド 258,385 21 79 54,261 204,124

合　　　　　　計 28,977,199 52 48 15,090,114 13,877,464

番号 スキー場
輸送人員（人）

2014年2月

入り込み比率（％） 推計輸送人員（人）
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表 6．受傷率 

 

（F) （G) （H) （I) （F/Aｘ100) （G/Dx100) （H/Ex100)

合計 スキーヤー ボーダー その他 合計 スキーヤー ボーダー

1 ニセコグラン・ヒラフ 76 36 40 0 0.0061 0.0048 0.0081

2 朝里川温泉スキー場 21 18 2 1 0.0073 0.0078 0.0035

3 サッポロテイネ 28 20 8 0 0.0040 0.0048 0.0029

4 札幌国際スキー場 34 15 19 0 0.0095 0.0080 0.0110

5 ルスツリゾートスキー場 117 47 69 1 0.0115 0.0112 0.0115

6 富良野スキー場 36 27 9 0 0.0101 0.0095 0.0127

7 大鰐温泉スキー場 8 7 1 0 0.0046 0.0045 0.0057

8 安比高原スキー場 52 27 25 0 0.0086 0.0062 0.0144

9 みやぎ蔵王白石スキー場 9 6 3 0 0.0073 0.0081 0.0061

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 36 12 24 0 0.0150 0.0100 0.0200

11 猪苗代スキー場 66 24 40 2 0.0103 0.0075 0.0125

12 裏磐梯猫魔スキー場 12 3 9 0 0.0090 0.0056 0.0113

13 アルツ磐梯スキー場 51 13 38 0 0.0125 0.0079 0.0155

14 会津高原たかつえスキー場 39 15 24 0 0.0100 0.0064 0.0154

15 たざわ湖スキー場 32 20 12 0 0.0122 0.0103 0.0174

16 蔵王温泉スキー場 123 82 41 0 0.0095 0.0091 0.0106

17 苗場スキー場 66 39 26 1 0.0062 0.0074 0.0049

18 石打丸山スキー場 98 24 74 0 0.0077 0.0047 0.0097

19 舞子スノーリゾート 199 54 144 1 0.0230 0.0178 0.0256

20 上越国際スキー場 121 41 79 1 0.0109 0.0062 0.0178

21 黒姫高原スノーパーク 21 8 13 0 0.0124 0.0071 0.0233

22 斑尾高原スキー場 149 28 121 0 0.0282 0.0133 0.0382

23 野沢温泉スキー場 97 30 67 0 0.0074 0.0037 0.0137

24 志賀高原スキー場 104 72 32 0 0.0078 0.0070 0.0105

25 白馬五竜スキー場 120 37 82 1 0.0140 0.0144 0.0137

26 白馬八方尾根スキー場 156 94 62 0 0.0097 0.0083 0.0128

27 白馬岩岳スノーフィールド 106 41 64 1 0.0235 0.0233 0.0233

28 栂池高原スキー場 149 41 106 2 0.0182 0.0167 0.0185

29 立山山麓スキー場 32 15 16 1 0.0078 0.0073 0.0078

30 白山一里野温泉スキー場 20 10 10 0 0.0062 0.0062 0.0062

31 草津国際スキー場 35 13 22 0 0.0083 0.0048 0.0149

32 スノーパーク尾瀬戸倉 10 8 2 0 0.0036 0.0083 0.0011

33 万座温泉スキー場 13 6 6 1 0.0057 0.0033 0.0122

34 ダイナランド 194 27 167 0 0.0233 0.0101 0.0295

35 スキージャム勝山 94 26 68 0 0.0124 0.0078 0.0160

36 箱館山スキー場 17 6 10 1 0.0035 0.0019 0.0061

37 ハチ北高原スキー場 119 43 76 0 0.0120 0.0145 0.0110

38 びわ湖バレイスキー場 81 30 51 0 0.0149 0.0138 0.0156

39 奥神鍋スキー場 4 3 1 0 0.0014 0.0026 0.0006

40 ハチ高原スキー場 53 25 28 0 0.0064 0.0060 0.0067

41 だいせんホワイトリゾート 120 57 63 0 0.0129 0.0096 0.0189

42 芸北国際スキー場 31 6 25 0 0.0099 0.0048 0.0133

43 恐羅漢スノーパーク 77 14 61 2 0.0150 0.0068 0.0198

44 瑞穂ハイランド 77 14 63 0 0.0123 0.0074 0.0143

45 ユートピアサイオト 46 6 39 1 0.0132 0.0043 0.0186

46 久万スキーランド 43 10 31 2 0.0166 0.0184 0.0152

合　　　　　　計 3,192 1,200 1,973 19 0.0109 0.0085 0.0134

番号 スキー場
受傷者数（人） 受傷率（％）
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表 7．スキーヤー・スノーボーダーの入り込み比率の推移 

（スキーヤーの比率：スノーボーダーの比率） 

 

（スキーヤー：スノーボーダー）

番号 スキー場

1 ニセコグラン・ヒラフ 55 : 45 55 : 45 55 : 45 55 : 45 60 : 40

2 朝里川温泉スキー場 60 : 40 80 : 20 65 : 35 65 : 35 80 : 20

3 サッポロテイネ 60 : 40 65 : 35 60 : 40 60 : 40 60 : 40

4 札幌国際スキー場 53 : 47 52 : 48 52 : 48 55 : 45 52 : 48

5 ルスツリゾートスキー場 80 : 20 60 : 40 60 : 40 73 : 28 41 : 59

6 富良野スキー場 77 : 23 78 : 22 77 : 23 80 : 20 80 : 20

7 大鰐温泉スキー場 89 : 11 93 : 7 91 : 9 89 : 11 90 : 10

8 安比高原スキー場 73 : 27 74 : 26 69 : 31 71 : 29 71 : 29

9 みやぎ蔵王白石スキー場 55 : 45 51 : 49 60 : 40 65 : 35 60 : 40

10 みやぎ蔵王えぼしスキー場 40 : 60 40 : 60 40 : 60 50 : 50 50 : 50

11 猪苗代スキー場 50 : 50 50 : 50 20 : 80 50 : 50 50 : 50

12 裏磐梯猫魔スキー場 60 : 40 60 : 40 60 : 40 50 : 50 40 : 60

13 アルツ磐梯スキー場 45 : 55 30 : 70 40 : 60 40 : 60 40 : 60

14 会津高原たかつえスキー場 40 : 60 70 : 30 40 : 60 60 : 40 60 : 40

15 たざわ湖スキー場 85 : 15 75 : 25 60 : 40 70 : 30 74 : 26

16 蔵王温泉スキー場 69 : 31 52 : 48 71 : 29 : 70 : 30

17 苗場スキー場 54 : 46 55 : 45 51 : 49 48 : 52 50 : 50

18 石打丸山スキー場 50 : 50 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60

19 舞子スノーリゾート 40 : 60 52 : 48 50 : 50 40 : 60 35 : 65

20 上越国際スキー場 60 : 40 60 : 40 60 : 40 60 : 40 60 : 40

21 黒姫高原スノーパーク 72 : 28 82 : 18 80 : 20 65 : 35 67 : 33

22 斑尾高原スキー場 55 : 45 45 : 55 40 : 60 40 : 60 40 : 60

23 野沢温泉スキー場 60 : 40 62 : 37 62 : 38 36 : 64 63 : 37

24 志賀高原スキー場 77 : 23 80 : 20 71 : 29 80 : 20 77 : 23

25 白馬五竜スキー場 50 : 50 53 : 47 30 : 70 30 : 70 30 : 70

26 白馬八方尾根スキー場 70 : 30 70 : 30 70 : 30 70 : 30 70 : 30

27 白馬岩岳スノーフィールド 34 : 66 30 : 70 35 : 65 34 : 66 39 : 61

28 栂池高原スキー場 35 : 65 30 : 70 35 : 65 35 : 65 30 : 70

29 立山山麓スキー場 60 : 40 50 : 50 50 : 50 50 : 50 50 : 50

30 白山一里野温泉スキー場 68 32 70 30 60 40 60 : 40 50 : 50

31 草津国際スキー場 70 : 30 59 : 41 69 : 31 67 : 33 65 : 35

32 スノーパーク尾瀬戸倉 40 : 60 40 : 60 45 : 55 35 : 65 35 : 65

33 万座温泉スキー場 71 : 29 70 : 30 70 : 30 73 : 27 78 : 22

34 ダイナランド 35 : 65 33 : 67 30 : 70 20 : 80 32 : 68

35 スキージャム勝山 46 : 54 47 : 53 43 : 57 44 : 56 44 : 56

36 箱館山スキー場 76 : 24 77 : 23 73 : 27 71 : 29 64 : 34

37 ハチ北高原スキー場 40 : 60 30 : 70 30 : 70 30 : 70 30 : 70

38 びわ湖バレイスキー場 35 : 65 20 : 80 35 : 65 40 : 60 40 : 60

39 奥神鍋スキー場 40 : 60 40 : 60 60 : 40 40 : 60 40 : 60

40 ハチ高原スキー場 55 : 45 40 : 60 70 : 30 50 : 50 50 : 50

41 だいせんホワイトリゾート 70 : 30 66 : 34 67 : 33 61 : 39 64 : 36

42 芸北国際スキー場 40 : 60 40 : 60 40 : 60 35 : 65 40 : 60

43 恐羅漢スノーパーク 35 : 65 45 : 55 40 : 60 45 : 55 40 : 60

44 瑞穂ハイランド 30 : 70 40 : 60 40 : 60 28 : 72 30 : 70

45 ユートピアサイオト 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60

46 久万スキーランド 21 : 79

平均 55.5 : 44.5 54.5 : 45.5 53.5 : 46.5 52.2 : 47.8 52.0 : 48.0

2014年2月2010年2月 2011年2月 2012年2月 2013年2月



12 

 

9. 受傷時間帯 

図 6 は時刻毎に発生した受傷者数を示したものです。スキー場内のケガ全体では 11 時～12 時と 14

～15 時に多発しています。スキー，スノーボードのケガも同様でした。 

原因は，混雑，雪質や雪の状態の変化，疲労など人的・環境的要因が影響しているものと考えられま

す。12 時～13 時が減少しているのは，昼食時のためと思われます。 

図 6. 受傷時間帯 

 

 

10. 天 候 

図 7は受傷時の天候です。事故の間接的原因の一つと思われます。 

図 7. 天 候 
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11. 性 別 

図8は受傷者の性別を示したものです。「合計」とはスキー，スノーボード，ソリ，その他を合計し

たものです。 

図 8. 性 別 

 

 

12. 年 齢 

図9は受傷者の年代を示したものです。スキーの受傷者は，10歳代が22％で最も多く，50歳代で13%，

60歳以上で16%を占めており，スノーボードに比べ広い年齢層であることが分かります。スノーボード

の受傷者は 30 歳代以下が94％を占め，スキーに比べて若年層が圧倒的に多いことがわかります。 

図9. 年齢 
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13. 技 能 

図10 は受傷者の技能を示したものです。スノーボードの受傷者は「初めて・初級者」が約50％を占

めるのに対して，スキーは中級と上級合わせて約60％を占めています。 

「合計」とはスキー，スノーボード及びその他の受傷者を合計したものです。 

図 10. 技 能 

 

 

図11 は受傷者の技能を性別に示したものです。スキー，スノーボードの受傷者とも技能レベルは男

性が女性より高くなっています。これは，スキー，スノーボードの愛好者の人口そのものが，男性が女

性より上級者の占める割合が高いことと関連があると思われます。 

図 11. 性別技能 
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14. 傷害の部位と種類 

傷害の部位と種類は，調査用紙に記入された1番から4番のすべてを合計した延べ数です。すなわち，

一人で複数箇所(4箇所まで)ケガをした場合でも記入されている限りすべて集計してあります(複数回

答)。図中のｎは集計の対象とした受傷数です。 

 

１）スキーの傷害の部位と種類 

図12 はアルペンスキー，スキーボード，テレマークスキー，その他のスキーを合計した傷害の部位

です。膝が最も多く（27.4％），次に下腿，肩，頭部，顔，足首の順に多く受傷しています。 

図 12.スキーの傷害の部位(複数回答) 

 

 

図13 はスキーにおける｢自分で転倒｣の場合の傷害の部位と種類について，上位5 部位を示していま

す。膝が最も多く36.0％を占め，膝の約90％が捻挫で，肩の45%が脱臼，下腿の約52%が骨折でした。 

図13.スキーにおける｢自己転倒｣の傷害の部位と種類(複数回答)  
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２）スノーボードの傷害の部位と種類 

図 14 はフリースタイルスノーボード，アルペンスノーボード，その他のスノーボードを合計した傷

害の部位です。手首（16.8％），肩（15.7％），頭部，腰，膝の順に多く受傷していますが，手首と前腕

を合計すると 20.5%に達し圧倒的に多いことがわかります。スキーに比べると，上肢や頭のケガが多い

ことが特徴です。肩の部位は鎖骨を含めて集計しています。 

図 14.スノーボードの傷害の部位(複数回答) 

 

 

図15 はスノーボードにおける｢自分で転倒｣の場合の傷害の部位と種類について，上位5部位を示しま

した。肩と手首の割合が多く，肩の53％が脱臼，手首の58％が骨折でした。頭部のケガの69%が打撲で

あることから，ヘルメット着用の重要性を示唆する結果といえます。 

図15.スノーボードにおける｢自己転倒｣の傷害の部位と種類(複数回答) 
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３）ソリの傷害 

ソリの受傷は8件でした。表8にその受傷概況を示しました。 

表 8. ソリの傷害の概況 

 

  

事例 用具 性別 年齢 部位1 部位1_種類 傷害程度 受傷原因 受傷場所

1 子ども用ソリ 女 6 頭部 切挫創 中等傷（必要あり） その他（人以外と衝突） その他

2 子ども用ソリ 女 3 顔 打撲 中等傷（必要あり） 立木 中斜面（10～20°）

3 立ち乗りソリ 男 頭部 切挫創 中等傷（必要あり） その他（人以外と衝突） その他

4 子ども用ソリ 男 3 前腕 骨折 中等傷（必要あり） その他 緩斜面（～10°）

5 立ち乗りソリ 男 49 肩 脱臼 中等傷（必要あり） バランスを崩し転倒 緩斜面（～10°）

6 腰掛ソリ 女 31 足首 捻挫 軽傷（さほど必要なし） バランスを崩し転倒 緩斜面（～10°）

7 その他のソリ 女 11 顔 切挫創 軽傷（さほど必要なし） バランスを崩し転倒 その他

8 その他のソリ 女 臀部 打撲 中等傷（必要あり） バランスを崩し転倒 緩斜面（～10°）
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15. 受傷原因 

図16 は受傷原因を示したものです。スキー，スノーボードともに「自分で転倒」の割合が最も高く

なっています。「人と衝突」の割合は，スキーがスノーボードより7.1ポイント高率でした。 

図 16. 受傷原因 

 

 

図 17 は受傷原因のうち｢自分で転倒｣についての内訳です。スキー，スノーボードとも「バランスを

崩して転倒」の割合が最も高く，スキーでは 87.8％を，スノーボードでは 69.6％を占めました。スノ

ーボードの「ジャンプ失敗」「トリック失敗」は合わせて 19.6％でした。 

図 17. 受傷原因｢自分で転倒｣の内訳 
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図18 は受傷原因のうち｢人と衝突｣についての内訳です。スノーボードでは，スノーボーダー同士の

衝突が約80％と高率でした。それに対してスキーヤーは，「スキーヤー」「スノーボーダー」との衝突

は共に49％程度でした。 

図 18. 受傷原因｢人と衝突｣の内訳 

 

 

受傷原因のうち「人以外との衝突」で最も多かったのは「立ち木」で，スキー14 件，スノーボード

で45 件でした。 

 

※ 衝突相手の確認について 

「人と衝突」したのは435 件でした。このうち「相手の確認」の有無の欄に回答した326件中，229件

（70.2%）が衝突の相手を「確認している」，97件（29.38％）が「不明」と回答していました。 

※ 飲酒について 

スキー，スノーボードで飲酒の有無欄に記載があったのは2,217件で，このうち「飲酒」とあったの

は73 件（3.3％）でした。 
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16. 受傷場所 

図 19 は受傷の場所を示したものです。スノーボードでは，「ワンメイク」での受傷の割合がスキーと

比べて高くなっています。スノーボードの「その他の場所」では，ボックス，キッカー，FRP，レール

が多く見られました。 

図 19. 受傷場所 

 

 

図20 はリフト乗り場・乗車中･降り場での受傷場所の内訳を示したものです。スキーでは27 人が受

傷しており，スノーボードでは40 人が受傷していました。スノーボードのリフト降り場でのケガはス

キーの約1.5倍多く発生しているのがわかります。 

図 20. 受傷場所「リフト乗車･乗降中」の内訳 
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17. 受傷時の行動 

図21 は受傷時の行動について示したものです。スキー，スノーボードとも「プライベート」での受

傷が最も多くなっています。スキーにおいて「講習中」の受傷の割合が比較的高いのは，スノーボード

より講習を受講する機会が多いことと関連があると思われます。 

 

図 21. 受傷時の行動 

 

 

図22 は受傷時の行動のうち｢講習中｣の内訳です。スキーヤー193人、スノーボーダー33人が受傷して

いました。「授業・講習中」に「指導者」が受傷したと回答があったのは，アルペンスキー3人でした。 

 

図 22. 受傷時の行動｢講習中｣の内訳 
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18. 傷害程度 

図23 は傷害の程度を示したものです。重傷の割合はスキー，スノーボードで大きな差は見られませ

ん。シーズン中の死亡事故については，資料1～3 をご覧ください。 

図 23. 傷害程度 

 

 

19. 頭を強く打った疑い 

図24 は「頭を強く打った疑い」の割合です。スキーもスノーボードも13～15％の高率で頭部を強打

していることから，ヘルメットの着用が勧められます。また，頭部強打の際に頸椎損傷も同時に起こる

可能性が高いので受傷後注意が必要です。 

図 24. 頭を強く打った疑い 
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20. ヘルメットの着用状況 

図25 は受傷時のヘルメット着用の有無です。スキーでは，昨シーズンの21.2％より3.1ポイント増加

し24.3％に，スノーボードでは7.6％から1.9ポイント増加し9.5％となりました。しかし，欧米のヘル

メット着用率8割には到底及びません。さらなる啓蒙活動が望まれます。 

図 25. ヘルメット着用の有無 

 

 

21. 受傷時のスピード 

図26 は受傷時の「自覚的」スピードを示したものです。スキー，スノーボードともに約80％が「ふ

つう」以下のスピードで受傷しています。「自己転倒」による受傷はスキーで76.3%，スノーボードで

84.3％に達することから，「ふつう」のスピードと感じていても自分で制御できないほどのスピードが

出ていることがわかります。 

図 26. 受傷時のスピード 
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22. 保険の加入状況 

１） 傷害保険の加入状況 

図27 は受傷者の傷害保険の加入状況です。スキーの受傷者の方がスノーボードの受傷者よりも12.5

ポイント加入率が高率でした。加入しているかどうかがわからない受傷者が，スキーやスノーボードで

約45％もいることは驚きです。 

図27. 傷害保険の加入状況 

 

 

２） 賠償責任保険の加入状況 

図28 は受傷者の賠償責任保険の加入状況です。傷害保険と同様にスキーの受傷者の方がスノーボー

ドの受傷者よりも約2倍加入率が高率でした。加入しているかどうかがわからない受傷者が約50％もい

ます。 

図 28. 賠償保険の加入状況 
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23. 雪面状況 

図31 は受傷時の雪面状況です。スキー，スノーボードともに受傷時の雪面は「スムース」の割合が

最も高く，79～86％を占めています。 

図 31. 雪面状況 

 

 

24. 雪 質 

図32 は受傷時の雪質です。スキー，スノーボード，その他の合計で約61.3％が乾雪でした。 

図 32. 雪質 
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件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

1 1 1 1 2 2

1 1 3 3 1 1 1 1 6 6

1 1 1 1

1 1 1 1 0 0 2 2

1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 11 11

件数 性別 年齢

1 男性 12

2 男性 44

件数 性別 年齢

1 男性 28

2 男性 27

3 女性 27

4 男性 31

5 男性 25

6 男性 43

件数 性別 年齢

1 男性 43

件数 性別 年齢

1 1 59

2 1 57 事業者からの報告

下野新聞、NHKＴＶ

信濃毎日新聞

滑走中バランスを崩して転倒し、頭部を強打した Ｄｒヘリで搬送したが急性硬膜下血腫で死亡した 信濃毎日新聞

コース脇の法面に衝突し頭部を強打した 一緒に滑っていた同僚を追い越した後止まれずに衝突した ＭＳＮ産経ニュース

友人に小丸山方面にいくつ告げていったが夜になっても戻ってこなかった 翌朝滑走禁止区域の尾根から80ｍ下で発見された

事故状況 発生原因

新潟日報（朝、夕刊）

滑走区域の識別作業中にモビルの下敷きになった オープン作業中にモビルの下敷きになった模様

新雪に頭を突っ込んで倒れている人を発見

宮城県

項　目

スキーヤー

スノーボーダー

チェアスキー

スキー授業中の中学生がコース脇の立木に衝突

上級コースで転倒し立木に衝突し頭部を強打した

事故状況

事故状況

その他（スノーモビル）

計

《スキーヤー》

《スノーボーダー》

スポニチweb

コース脇の杉林で倒れているのを引率の教諭が発見した

滑走中に転倒した。ヘルメットは未着用

発生原因

発生原因

備 考

秋田さきがけ新聞

下野新聞、NHKＴＶ

備 考

友人が夕方になっても戻らないとスキー場に連絡していた

資料１　2013/2014シーズンのゲレンデ等における死亡事故

兵庫県 合 計秋田県 新潟県 長野県 栃木県 岐阜県 石川県道府県

中日新聞web、NHKＴＶ

発見時は意識もあったが救急車で搬送後夕方死亡した

米国人が林間コース脇の立木に衝突した 仲間4人と滑走していたが途中で姿が見えなくなった模様

警察は誤ってコース脇の立木に衝突したとみて調べている

スキー場と反対側のコース外斜面を滑走中に転落 コース外を滑走中に誤って沢に転落したと思われる

事故状況 発生原因 備 考

コースを外れた地点で倒れているのをスキー客が見つけた

《そ の 他》

備 考

《チェアスキー》

夜間スノーマシンの見回り中にモビルが転倒し下敷きになった

河北新報
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資料 2 2013/2014 スキーシーズン死亡者の内訳及び原因 

2014 年 4月 14 日現在 

項  

目 

性 別 
死亡まで 

の日数 
死 亡 原 因 

男

性 

女

性 
計 

当

日 

翌

日 

3

日

以

降 

コース脇

の立木他

に衝突 

滑走禁止

区域コー

ス外滑走 

滑走中 

転倒 

新雪に頭

部を埋没

の状態 

スノーモ

ービル転

倒下敷き 

合計 

スキー

ヤー 
2 0 2 2 

  
2 

    
2 

スノー

ボーダ

ー 

5 1 6 6 
  

2 2 1 1 
 

6 

チェア

スキー 
1 0 1 1   1     1 

その他 2 0 2 1 1 
     

2 2 

計 10 1 11 10 1 0 5 2 1 1 2 11 

※ 事務局で情報を収集できたものを掲載しました。 

※ 行方不明者で、その後遺体で発見された人については死亡までの日数は発見状況から当日としました。 

 

 

資料 3 スノースポーツ死亡者数の 10年間の推移 
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資料 4 傷害調査用紙 



1 

 

 

  

資料 5 
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〒１１１－００５６ 

東京都台東区小島２丁目１８番１５号 

新御徒町妙見屋ビル３階 

一般財団法人 日本鋼索交通協会内 
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